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利用・用途・応用分野

マイクロ波のアンテナはもとより伝送線路、結合器、共振器、分配器等に応用できる。

目的・課題 解決ポイント

従来のマイクロストリップ線路型右手／左手
系線路は、オープンタイプであるため電界、
磁界の大部分は誘電体の内部で伝送される
が、線路の半空間が開放されているため、
伝送エネルギーの一部は接地導体のない表
面に放射され伝送線路に損失が生じ非効率
的であった。そこで、伝搬波の位相定数が真
空中の波数よりも小さくなる所謂放射領域と
なる領域でも放射なく信号伝送を行うことが
できるストリップ線路型左手系線路の提供を
目的とする。

この発明のストリップ線路型左
手系線路は、中間層の誘電体
の中に配置される中間層導体
は、金属パターンの周囲に誘
電体を残して形成される単位
セルの集合体により構成され、
該中間層の両面を接地導体に
より囲んでなり、左手系領域で
機能させる構成とした。
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基板の表裏両面を接地導体で囲んでいるため伝搬
波の位相定数が真空中の波数よりも小さくなる、所
謂放射線領域となる領域でも放射せず放射なく信号
伝送を行うことができ、伝送エネルギーを伝送線路に
おいて損失することなく効率良く伝送できる。
また、接地導体の片面にスリットを設けて放射を制御
することができる。
また、各スリットの向きに角度φをつけることにより、
偏波方向をスリットの長手方向に対して垂直方向、
即ち角度φだけ可変にすることができる。

１ 中間層
２ 上面接地導体
３ 下面接地導体
４ 中間層導体（金属パターン）
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